
啄
木
と
自
然
主
義
・
社
会
主
義

ii
凡
そ
思
想
と
い
う
も
の
は
、
其
思
想
所
有
香
の
性
格
、
経
験
、

教
育
、
生
理
的
持
質
及
び
境
遇
の
繕
計
で
有
る
=
(
所
謂
今
度
の
事

啄
木
の
、
初
期
の
思
想
的
傾
向
が
、
漫
漫
的
色
彩
に
富
入
で
い
た
事
は
、
大
方
の
異

論
あ
る
ま
い
。
そ
の
中
心
に
坐
っ
て
い
だ
の
が
、
彼
自
ら
一
哲
鳳
こ
と
し
、
一
信
仰
」

と
し
て
い
た
「
一
元
二
萄
論
」
で
あ
る
。
と
れ
ば
、
デ
カ
ル
ト
流
儀
の
自
己
確
認
の
上

に
、
ニ

i
チ
ェ
風
の
天
才
主
義
を
導
入
し
、
更
に
、
ワ
グ
ネ
ル
的
「
愛
」
に
揚
棄
-
v

ょ

う
と
い
う
、
一
種
の
人
生
論
で
あ
る
。
例
え
ば
、
明
治
三
十
九
年
一
月
十
八
日
付
、
小
笠

原
謙
吉
宛
書
簡
に
、
次
の
通

b
に
あ
る
。

『
我
考
ふ
、
故
に
我
在
り
』
て
ふ
デ
カ
ル
ト
の
一
提
言
は
言
葉
深
い
か
4
E
C

一見

ょ、

ζ

の
世
の
事
、
物
、
す
べ
て
を
疑
ひ
っ
く
し
て
、
然
も
猶
途
之
官
世
ふ
べ
か
ら

ざ
る
は
、
唯
一
ヲ
、
『
我
の
存
在
』
に
は
候
は
ず
や
c

(

中
略
)
人
笥
の
ゐ
ム
ノ
ゆ

る
信
念
と
い
ふ
も
の
、
皐
寛
ず
る
に
皆
、
こ
の
一
我
の
存
在
』
の
自
費
に
皆
川
三
ひ

来
喝
三
漫
然
の
事
賓
也
c

(
中
路
)
こ
の
時
に
世
田
h
J
て
、
リ
ヒ
ヤ

l
ド
・
ワ
グ
ネ
ル
の
偉
大
左
る
思
想
こ
そ
、

小
生
の
此
の
意
識
を
し
て
盆
々
明
瞭
左
ら
し
む
る
縫
一
の
力
に
侯
ひ
、
し
か
c

(

中

略
)
彼
は
同
じ
〈
シ
ョ
ウ
ペ
ン
ハ
ク
エ
ル
よ
タ
出
で
乍
ら
、
ト
ル
ス
ト
イ
と
共
に

意
一
志
消
滅
の
誤
謬
に
陥
ら
ず
、
又
ニ
イ
チ
エ
と
共
に
意
志
援
張
の
み
の
極
端
に
走

ら
ざ

D
き
。
と
の
相
反
し
た
る
こ
思
想
の
聞
に
、
微
妙
左
る
一
大
殻
見
法
伎
の
天

才
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た

D
。
乃
ち
、
意
志
績
張
の
愛
の
健
鼠
的
勇
気
に
よ
ヲ
て

の
み
到
達
せ
ら
る
べ
き
神
人
握
手
の
妙
境
也
。

橋

本

威

右
の
他
に
涼
、
明
治
三
十
五
年
十
月
十
七
日
付
細
越
毅
失
宛
書
簡
、
明
誼
ニ
土
ハ
}
ヰ
九

月
ニ
・
一
八
日
付
野
村
長
一
宛
書
簡
、
明
治
三
十
七
隼
八
月
三
日
付
伊
東
一
一
三
舵
宛
書
簡
、
『
関

天
地
』
(
明
部
・

6
・
7
1
7
・
ロ
)
、
「
秋
回
明
記
綱
島
梁
川
氏
を
弔
ふ
一
(
明
胡

・
9
・

n筆
)
念
ど
に
、
一
一
元
二
一
週
論
」
が
見
ら
れ
る
。
啄
木
は
、

-H紅一
病
室
惑
に

出
立
す
ゐ
予
の
折
口
顧
一
・
は
、
予
が
少
乏
く
と
も
現
在
に
於
て
、
以
て
最
高
の
思
想
と
す
る

所
の
も
の
で
あ
る
=
一
(
秋
貫
主
婦
島
梁
川
氏
を
弔
ふ
き
と
い
う
様
三
言
い
方
を
?

d

て

い
る
の
で
、
こ
の
人
生
論
に
、
強
い
呂
信
を
懐
い
て
い
た
と
言
え
る
。

啄
木
J
J

、
こ
の
「
一
元
二
一
主
調
子
宮
{
缶
ら
否
定
す
る
の
は
、
明
治
活
十
一
年
二
月
で
あ

る
。
『
卓
上
一
枝
一
(
伊
d
m
u
・
2
)
ゐ
明
治
四
十
一
年
二
月
八
日
付
宮
崎
郁
雨
宛
書
簡
に
、

そ
の
心
情
が
-E
露
さ
れ
て
い
る
c

例
え
ば
、
次
の
如
〈
で
あ
る
。

此
立
論
は
予
が
唯
一
の
ぎ
釜
・
乏

F
E。
此
一
家
の
哲
同
盟
よ
守
立
て
〉
予
は
一
切
の

懐
寝
霧
散
し
た

D
と
せ

D-昔、
C

/

然
れ
ど
も
悲
し
い
哉
、
予
の
哲
事
は
予
げ
仏
教
ふ

る
に
一
事
を
剥
し
た

D
。
(
中
略
)
予
、
此
生
死
の
大
疑
を
解
く
詑
は
ず
し
て
、

弊
衣
破
帽
、
徒
ら
に
雲
水
を
追
う
て
天
下
に
放
浪
す
。
(
中
路
)
予
は
、
予
の
字

生
を
無
用
な
る
思
案
に
費
し
た
る
を
悲
し
む
。
(
卓
上
一
枝
)

そ
こ
で
、
明
治
羽
工
年
一
芹
を
、
啄
木
の
浪
漫
主
義
時
代
の
終
了
の
時
期
と
見
る
こ

-9-

と
が
で
き
と
。

巧
も
、
明
治
三
十
九
年
三
月
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
実
生
活
軽
視
の
態
度
が
弱
ま

b
、
実



'
Mい
ん
は

生
活
を
無
視
し
得
ぬ
心
情
の
記
述
が
、
啄
木
の
日
記
や
書
簡
に
屡
々
見
え
る
よ
う
に
左

っ
て
い
る
。
明
治
=
干
九
年
三
月
と
い
え
ば
、
啄
木
が
盛
岡
で
の
「
小
天
地
」
経
営
に
失

敗
し
、
渋
民
村
に
失
意
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
時
で
あ
る
。
向
年
四
月
に
は
、
月
給
八

円
を
戴
い
て
渋
民
尋
常
小
学
校
の
代
用
教
員
と
左

D
は
す
る
が
、
生
活
の
重
荷
が
彼
を

苦
し
め
て
い
た
。
容
の
啄
木
も
、
実
生
活
の
だ
い
じ
さ
を
、
実
感
と
し
て
受
け
と
め

な
が

左
い
訳
に
は
行
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
乍
ら
、
そ
れ
で
も
こ
の
頃
は
ま
だ
、
彼

の
凌
漫
的
思
想
は
、
打
ち
砕
か
れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
左
い
。

-

J

か
る
に
、
前
述
の
明
治
四
十
一
年
二
月
に
は
、
単
に
「
て
冗
ニ
面
論
」
に
懐
疑
を
覚

え
た
ぷ
ゆ
か
h
y
で
左
〈
、
そ
れ
ま
で
の
浪
漫
的
な
自
己
の
生
き
方
を
疑
い
、
美
を
、
理
想

・
哲
学
・
思
想
を
、
自
己
・
個
人
・
個
性
を
否
定
し
、
自
信
を
失
い
、
非
凡
を
時
以
り
、

か
わ

b
に
、
「
現
寅
暴
露
の
悲
哀
」
を
歎
き
、
「
人
生
虚
無
」
を
叫
ん
で
い
る
か
ら
、

と
こ
に
、
一
つ
の
思
懲
転
換
の
樹
伝
見
る
ζ

と
が
で
き
る
。
例
え
ぽ
、
次
の
よ
う
左
調

子
で
ゐ
る
c

僕
の
個
性
論
、
も
、
僕
の
一
元
二
一
回
顧
の
哲
撃
も
、
は
だ
又
僕
の
一
切
の
自
負
、

将
来
に
針
す
る
計
劃
も
、
途
に
矢
張
一
種
の
生
活
幻
像
で
は
あ
る
ま
い
か
と
疑
ふ

事
が
度
々
あ
る
。
(
中
略
)
人
生
の
寂
莫
、
俺
は
一
人
ボ
ツ
チ
だ
と
い
ふ
事
を
意

じ
た
ら
最
後
、
モ
ウ
ダ
メ
だ
。
虚
無
/
虚
無
/
虚
無
と
い
ふ
奴
が
横
平
念
頭
を
し

て
我
等
の
前
に
立
つ
。
(
中
略
)
穂
、
一
切
の
心
の
虚
飾
を
去
っ
た
民
の
現
賓
暴

露
の
悲
哀
/
此
悲
哀
は
泣
〈
権
在
優
し
い
も
の
で
は
左
い
。
(
明
H
U

・
2
・
8
、

宮
崎
郁
雨
宛
書
簡
)

う

ん

ぬ

ん

あ

か

し
か
し
、
「
人
生
虚
無
」
云
々
は
、
直
ち
に
、
啄
木
が
自
然
主
義
を
信
奉
し
た
証
し

に
な
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
一
人
生
虚
無
」
云
々
は
、
彼
が
〈
人
生
虚
無
思
想
〉
に

乗

b
移
っ
た
謂
で
も
あ
る
ま
い
。
そ
れ
は
、
自
然
主
義
に
よ
っ
て
従
来
の
浪
漫
的
思
想

を
打
破
さ
れ
、
人
生
虚
無
の
深
淵
に
陥
っ
た
啄
木
の
、
悲
痛
な
叫
ぴ
声
そ
の
も
の
で
あ
る
。

人
聞
は
、
人
間
で
あ
る
限
h
y
、
理
想
念
し
に
生
き
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
恐

「
人
生
底
無
」
は
、
人
間
を
自
殺
へ
追
い
詰
め
る
だ
け
の
も
の
で
し
か
左
い
で

あ
ろ
う
。
啄
木
は
生
き
続
け
左
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
妻
子
の
為
に
も
、
生
き
続
け
な
け
れ

ば
左
ら
左
か
っ
た
。
彼
は
「
人
生
虚
無
」
の
思
い
に
責
め
ら
れ
つ
つ
も
、
な
お
文
学
の

権
威
を
認
め
、
精
神
の
価
値
を
肯
定
し
、
理
想
を
求
め
、
自
信
の
回
復
に
努
め
、
戦
い

を
叫
ぴ
、
新
し
い
浪
漫
の
到
来
を
切
望
し
て
い
る
。
前
掲
宮
崎
郁
雨
宛
書
簡
や
『
卓
上

一
枝
』
花
見
ら
れ
る
一
一
種
の
混
乱
は
、
啄
木
の
心
中
に
於
け
る
「
虚
無
」
と
理
怨
と
の

p
り

r、、
相
剖
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
一
元
二
面
論
」
が
掻
穫
の
有
様
と
左

b
、
も
は
や
確
置
と
し
た
浪
漫
思
想
が
彼
の

胸
に
は
描
け
左
い
状
態
に
左
つ
で
も
、
左
お
啄
木
は
、
生
き
続
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
c

〉

つ

っ

か

す

べ

か

そ
の
為
に
、
啄
木
が
辛
う
じ
て
摺
ん
だ
も
の
は
、
〈
創
作
に
全
て
を
賭
け
る
ゾ
と
い
う

事
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
一
年

E
E、
一
啄
木
は
必
死
の
覚
悟
で
、
北
海
道
よ
h
J
上
京
-
u

、

『
菊
池
君
』
『
病
院
の
窓
』
歪
こ
『
天
鷲
紋
』
『
二
筋
の
血
」
念
ど
を
、
い
わ
ゴ
我

む

L
P
D

武
者
碑
躍
に
書
き
上
げ
る
。
だ
が
、
確
一
国
た
る
思
想
左
く
し
て
書
か
れ
た
、
啄
木
自
身
の

言
葉
を
借
・
り
れ
ば
、
こ
れ
ら
「
盲
動
」
の
結
果
が
、
成
功
す
る
筈
も
乏
か
っ
た
。
そ
れ

ら
は
、
町
町
、
に
根
元
を
打
ち
倒
さ
れ
た
浪
漫
的
支
柱
の
残
骸
と
、
そ
れ
を
打
ち
倒
'
ζ
~
自

然
主
義
の
郵
痕
と
が
司
居
し
て
い
る
と
い
う
、
奇
室
主
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
c

&
M
mソ勿

論
、
技
術
的
に
は
、
自
然
主
義
の
客
観
描
写
を
多
少
と
も
吸
収
し
た
結
果
、
そ
れ

ら
は
、
『
雲
は
天
才
で
あ
る
』
(
明
羽
・

7
起
筆
)
に
比
較
す
る
と
、
か
左

b
小
説
ら

し
〈
は
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
捜
本
を
貫
〈
思
想
が
見
当
た
ら
乏
い
。
例
え
ば
、
『
菊

池
君
』
は
、
「
菊
池
君
は
凄
文
民
ア
テ
ら
れ
た
男
で
あ
る
。
正
直
で
気
慨
が
あ
っ
て
、

震
に
失
敗
を
つ
づ
け
て
き
た
天
下
の
浪
士
で
あ
る
。
隼
ま
さ
に
四
十
、
盛
岡
生
ま
れ
で
、

お
そ
ろ
し
い
ば
か

D
の
雪
面
、
苦
乏
ら
水
爵
惇
中
の
人
物
、
今
走
ら
馬
賊
と
い
っ
た
ゃ

う
左
人
物
。
〈
中
略
)
快
男
子
菊
池
、
飲
む
こ
と
さ
な
が
ら
長
鯨
の
百
川
を
吸
ふ
が
如

L
伊り

し
c

一
(
明
日
U

・

s-
羽
田
記
)
と
い
う
浪
漫
的
意
興
で
捉
え
た
人
物
を
、
「
才
に
ま
か

せ
て
ズ
ン
/
1
、
書
く
の
左
ら
僕
は
チ
ツ
ト
モ

B
Pっ
た
が
、
努
め
て
簡
潔
な
文
を
書
き
た

- 10-



い
と
心
が
け
て
居
る
。
そ
れ
が
(
遊
る
才
を
殺
す
事
が
)
仲
々
辛
い
も
の
だ
。
」
(
明
M
U

.
5
・
口
、
宮
崎
郁
雨
宛
書
簡
)
と
い
う
執
筆
態
度
で
書
い
た
奇
妙
念
作
品
で
あ
る
。

『
病
院
の
窓
』
に
し
て
も
・
、
「
こ
れ
は
釧
路
新
聞
の
佐
藤
と
い
ふ
男
〈
催
眠
術
の
先
生
)

を
モ
デ
ル
に
し
た
の
に
て
、
肉
霊
の
唱
す
・
ひ
胸
中
に
絶
ゆ
る
事
左
〈
、
下

D
坂
一
方
の
生

活
の
た
め
に
廉
恥
心
左
〈
な
h
y
、
朝
か
お
り
読
ま
で
不
安
で
ゐ
る
人
聞
を
描
き
候
c

一
(
明

叫・

6
・
8
、
宮
崎
郁
雨
宛
書
簡
)
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
の
「
人
間
」
と
は
、
ゐ
〈

ま
で
も
変
わ
っ
た
個
人
一
佐
藤
」
の
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
か
っ
、
啄
木
自
身
を

思
わ
せ
る
編
集
主
任
「
竹
山
静
雨
」
を
、
次
の
様
に
説
明
し
て
い
る
。

打
見
に
は
二
十
七
八
に
見
え
る
老
け
だ
所
が
あ
る
け
れ
ど
、
賓
際
は
漸
々
二
十

三
だ
と
云
ふ
事
で
、
震
が
一
本
も
無
ノ
、
、
烈
し
い
気
象
が
眼
に
輝
い
て
、
少
年
ら

し
い
活
気
の
溢
れ
た
、
何
鹿
か
窓
う
ア
ボ
レ
オ
ン
の
肖
稜
董
に
肖
通
っ
た
所
の
あ

る
顔
立
で
、
愛
相
一
つ
云
は
ぬ
け
れ
ど
、
口
元
に
絶
や
さ
ぬ
微
笑
に
誰
で
も
人
好

が
す
る
。
一
段
二
段
の
長
い
記
事
を
字
一
つ
消
す
で
な
く
、
ス
ラ
ス
ラ
と
淀
み
左

〈
続
麗
左
原
稿
を
書
〈
の
で
、
文
選
小
地
閣
が
先
づ
一
番
先
に
竹
山
を
讃
め
た
。
社

長
が
珍
重
し
て
る
だ
け
に
恐
ろ
し
く
筆
の
立
つ
男
で
、
円
後
略
)

い
わ
ば
、
い
い
気
左
自
己
礼
讃
だ
と
言
え
ぬ
事
も
左
い
。

啄
木
が
幼
少
時
一
神
童
」
と
噂
さ
れ
た
事
は
著
名
で
あ
る
。
啄
木
自
身
の
筆
に
も
、

『
一
一
援
の
砂
』
の
歌
や
『
八
十
日
聞
の
記
』
、
明
治
三
十
九
年
一
月
十
八
日
付
小
笠
原

謙
吉
宛
書
簡
に
、
こ
の
事
が
見
え
る
。
侠
え
ば
、
次
の
通

D
で
あ
る
。

長
じ
て
は
事
才
等
輩
に
秀
で
、
人
氏
一
肺
童
乏
ど
と
格
へ
ら
れ
て
(
後
略
)
(
小

笠
原
謙
士
口
宛
書
簡
)

八
神
童
神
話
〉
は
彼
の
成
長
と
共
に
崩
れ
た
に
違
い
な
い
が
、
か
わ

D
に
〈
ナ
ポ
レ

オ
ン
に
似
て
い
る

γ
と
言
わ
れ
た
ら
し
い
。
次
の
通
-Dに
あ
る
。

O
何
魔
か
似
て
居
る
と
か
で
又
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
も
呼
ば
れ
た
。
(
林
中
書
)

O
自
ら
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
似
た
と
思
ふ
限
の
み
燃
え
た

b
沈
ん
だ

D
す
る
今
の
我

/
(
明
却
・

8
・
問
、
日
記
)

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
天
才
で
あ

b
、
英
雄
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ

た
事
が
、
「
紳
重
」
に
か
わ
っ
て
、
続
け
て
啄
木
の
自
信
・
自
尊
・
自
負
を
育
て
て
行

っ
た
に
議
喧
い
乏
い
。

い
い
気
左
自
己
礼
讃
は
、
〈
ナ
ポ
レ
オ
ン
ト
〉
の
形
で
、
啄
木
の
小
説
花
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
つ
な
が
・

2
宮
、
筆
者
は
〈
ナ
ポ
レ
オ
ン
系
譜
，
〉
と
よ
ぶ
事
に
し
て
い

る
。
前
掲
『
病
院
の
窓
』
を
再
び
加
え
る
と
、
次
の
通

D
で
あ
る
。

C
音
吐
親
々
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
、
海
身
の
注
意
を
均
け
だ
。
(
雲
は
天
才
で
あ
る
)

C
或
る
上
級
の
友
に
、
立
花
の
援
は
何
庭
か
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
肖
橡
に
似
て
居
る
ネ
、

と
言
は
れ
て
か
ら
、
不
園
軍
人
忘
額
の
心
を
起
し
て
:
;
:
:
・
(
葬
列
)

C
何
庭
か
怨
う
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
肖
像
査
に
出
円
遥
つ
だ
所
の
あ
る
顔
立
で
:
:
:
:

(
病
院
の
窓
)

c-一
一
渠
の
眼
、
(
そ
れ
を
孝
子
は
、
宮
崎
長
版
左
〆
ニ
J

見
だ
奈
勃
翁
の
想
に
肖
た
と
思
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っ
て
ゐ
た
。
)

や
た
ら

一
体
に
、
上
京
後
し
ば
ら
く
の
啄
木
は
、
小
説
作
成
に
関
し
て
、
矢
鱈
に
自
然
主
義

的
言
辞
を
書
簡
や
己
記
に
書
き
付
け
て
い
る
の
だ
が
、
『
病
問
抗
の
窓
』
に
見
ら
れ
る
・

ナ
ポ
e
L

オ
ン
系
譜
ゾ
の
性
洛
な
ど
、
実
作
に
は
、
前
述
漫
漫
的
支
柱
の
残
骸
が
、

4
-

お
色
鮮
や
か
だ
と
ぞ
ね
J

U

土
る
ま
い
。
『
菊
池
苦
一
こ
に
は
一
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
の
文
字
芯

出
て
来
乏
い
が
、
登
場
人
勿
「
私
」
は
次
の
通

D
に
設
定
さ
れ
て
、
八
ナ
ポ
レ
オ
ン
系

譜
〉
に
近
い
事
を
示
し
て
い
る
。

私
が
一
精
密
の
方
針
を
改
め
て
か
ら
、
題
も
な
〈
「
日
報
」
の
評
判
が
急
に
よ
〈

あ
A
r
k伍

乏
っ
て
来
た
。
/
憲
兵
ノ
乏
る
と
滑
稽
も
の
で
、
さ
ら
で
だ
に
私
は
編
輯
届
で
一
番

年
が
若
い
の
に
、
人
一
倍
大
事
が
ら
れ
て
居
た
の
を
、
向
僚
に
針
し
て
気
恥
か
し

い
位
社
長
や
理
事
の
態
度
が
愛
っ
て
来
司
令
(
菊
池
君
)

か

ろ

っ

ヵ

・

創
作
的
不
成
功
|
|
つ
ま

D
辛
う
じ
て
掴
ん
だ
生
き
る
呂
的
の
喪
失
は
、

(
足
掻
)

ま
た
も
や



啄
木
を
深
刻
左
虚
無
の
中
に
叩
き
込
ん
だ
一
の
令
あ
っ
た
。
明
治
四
宇
一
年
も
月
、
-
事
日

回
の
大
慎
悩
か
ら
僅
か
五
カ
月
自
に
、
啄
木
は
再
び
「
人
生
虚
無
」
の
悲
痛
な
叫
ぴ
声

を
あ
げ
て
い
る
。
明
治
四
十
一
年
七
月
七
日
付
宮
崎
郁
雨
宛
書
簡
、
・
同
日
付
岩
崎
正
宛

書
簡
、
向
年
七
月
二
十
九
日
付
宮
崎
郁
雨
宛
書
簡
、
同
日
記
念
ど
に
見
ら
れ
る
の
が
そ

れ
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
様
に
あ
る
。

蒼
拒
た
る
宇
宙
の
聞
に
僅
か
の
時
間
を
輿
へ
ら
れ
て
生
き
て
ゐ
る
の
が
我
ら
人

間
だ
。
債
値
も
伺
も
あ
っ
た
も
の
で
な
い
。
人
生
に
定
義
が
な
い
か
ら
、
長
と
は

何
ぞ
。
美
と
は
何
ぞ
。
皆
不
可
解
だ
。
塾
術
に
も
定
義
な
ぐ
、
従
っ
て
債
値
な
〈
、

自
己
に
も
定
義
念
〈
債
値
が
念
い
。
考
べ
る
と
死
ぬ
外
は
左
い
。
虚
無
だ
。
(
明

叫・

7
・
泊
、
宮
崎
郁
雨
宛
書
簡
)

啄
木
は
、
美
を
、
真
理
を
、
精
神
を
、
理
想
を
、
人
間
た
る
事
を
否
定
し
、
そ
し
て
、

今
度
は
、
文
学
に
も
懐
疑
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ζ

の
、
一
再
度
呂
の

寸-
5

精
神
的
大
動
揺
は
、
も
は
や
取
タ
鎚
る
べ
き
創
作
も
な
〈
、
を
さ
し
〈
啄
木
に
自
殺
を

迫
る
も
の
で
あ
っ
た
。
既
に
向
年
六
月
に
、
啄
木
は
「
あ
あ
、
死
な
う
か
、
田
舎
に
か

ぐ
れ
よ
う
か
、
」
(
二
十
七
日
)
、
「
死
に
た
い
。
け
れ
ど
も
自
ら
死
な
う
と
は
し
乏
い

/
悲
し
い
ζ

と
だ
。
自
分
で
自
分
を
自
由
に
し
え
念
い
と
は
/
」
(
二
十
九
日
)
念
ど

と
、
日
記
に
書
い
て
い
る
。
一
時
は
、
「
一
生
の
う
ち
に
、
最
も
大
曜
に
、
、
最
も
露
骨

花
、
最
も
深
〈
、
最
も
庚
く
、
人
生
一
切
の
悲
喜
哀
築
の
す
べ
て
を
味
は
」
う
事
を
、

「
生
き
て
ゐ
る
唯
一
つ
の
理
由
」
(
明
位
・

7
・
7
付
岩
崎
正
宛
書
簡
)
に
し
よ
う
と

す
る
。

ζ

れ
は
、
「
僕
に
と
っ
て
、
小
説
は
僕
自
身
の
告
白
だ
(
震
い
意
に
於
て
)
そ

し
て
人
間
の
虚
，
偽
を
剥
・
い
で
し
ま
ふ
震
の
唯
一
の
武
器
だ
。
現
肢
を
打
破
し
て
新
世
界

を
作
る
矯
め
の
唯
一
の
武
器
だ
。
」
(
同
)
と
い
う
、
創
作
を
生
き
る
目
的
に
復
活
さ
せ

よ
う
と
す
る
試
み
に
つ
左
が
る
も
の
だ
が
、
し
か
し
、
同
年
七
月
二
十
七
日
、
啄
木
は

「
深
い
決
心
」
1
1
1
「
俺
は
死
ぬ
の
だ
と
い
ふ
弱
々
し
い
決
心
」
(
日
記
)
を
し
て
、

下
宿
を
あ
と
に
し
て
い
る
。
だ
が
、
啄
木
は
、
ど
う
し
て
も
生
き
左
け
れ
ば
左
ら
念
か

っ
た
。
「
あ
あ
盲
動
す
る
よ
h
J
外
に
こ
の
生
を
成
す
の
路
が
乏
い
。
」
(
明
叫
・

7
・
沼
)

と
、
啄
木
は
日
記
に
記
し
て
い
る
。
宮
崎
郁
雨
宛
書
簡
(
明
4
・
7
・

m)
に
も
、
「
途

に
迭
に
畜
動
あ
る
の
み
だ
/
」
と
書
い
て
い
る
。

け
れ
ど
、
遂
に
人
間
は
「
盲
動
」
で
は
生
き
ら
れ
ま
い
。
啄
木
は
、
与
謝
野
鉄
幹
門

下
の
新
進
詩
人
達

l
l
北
原
白
秋
、
吉
井
勇
、
平
野
万
里
、
木
下
杢
太
郎
等
の
浪
漫
精

神
に
接
し
て
い
る
間
に
、
ま
た
も
徐
々
に
「
理
組
」
を
築
き
始
め
る
。
と
の
、
一
種
の

立
ち
直
h
y
に
は
、
三
つ
の
理
由
を
設
け
る
事
が
で
き
よ
う
。
そ
の
第
一
は
、
言
う
ま
で

も
左
〈
、
彼
等
の
感
化
を
受
け
た
事
。
第
二
は
、
「
ス
バ
ル
」
発
刊
の
接
衝
を
通
じ
て
、

彼
等
と
の
心
理
的
葛
藤
花
、
啄
木
が
優
越
し
た
自
信
。
第
三
は
、
明
治
四
十
一
年
十
一

月
よ

b
、
啄
木
の
小
説
『
鳥
影
』
が
一
東
京
毎
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
事
。
と
れ
ら
の
中

で
、
啄
木
は
、
自
然
主
義
を
弁
証
法
的
に
克
服
す
る
筈
の
、
新
し
い
浪
漫
的
傾
向
を
模

争

え

な

が

索
し
始
め
る
。
彼
は
、
時
に
は
絶
望
に
鳴
ぎ
乍
ら
も
、
「
意
力
」
の
必
要
を
痛
感
し

(
『
百
周
通
信
』
、
明
日
制
・

1
・
9
付
大
島
経
莞
宛
書
簡
、
明
必
・

2
-
m付
日
記
念

と
な

ど
)
、
「
積
極
的
自
然
主
義
|
|
新
理
想
主
義
」
を
唱
え
(
明
必
・

4
-
m付
日
記
)
、

「
人
生
虚
無
」
も
ま
た
一
面
観
に
過
ぎ
な
い
事
を
発
更
し
(
『
一
白
沼
通
信
』
)
、
自
然

主
義
の
欠
陥
を
述
べ
始
め
る
。
い
わ
ば
、
〈
理
想
J
の
再
建
で
あ

'p、
彼
の
言
う
「
哲

uph-e 

与
」
の
復
興
で
あ
る
。
今
度
は
、
単
な
る
空
想
や
一
明
謂
浪
漫
主
義
法
排
斥
さ
れ
、
「
自

己
の
生
活
の
改
善
、
統
一
、
徹
底
」
(
明
錫
・

1
・
9
付
大
島
経
男
宛
書
簡
)
や
「
自

己
を
造
る
」
(
伺
)
事
が
人
生
の
目
的
と
し
て
-
設
置
さ
れ
、
具
体
と
生
活
と
実
行
と
が

強
調
さ
れ
て
、
「
新
ら
し
い
個
人
主
義
」
(
局
)
、
一

r

新
臼
玄
主
義
」
(
同
)
と
い
っ

た
言
葉
も
と
び
出
す
。
こ
う
し
た
状
態
が
、
「
予
の
思
想
に
一
大
愛
革
あ

'D
た
h
y
c
」

(
明
治
四
十
四
年
嘗
用
日
記
補
選
欄
「
前
年
(
四
F

土
ニ
)
申
重
要
記
事
」
)
と
あ
る

明
治
四
十
三
年
六
月
の
、
幸
徳
秋
水
事
件
発
生
ま
で
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

L
ば

確
か
に
啄
木
は
、
と
の
時
期
に
、
自
然
主
義
に
婁
々
言
及
し
て
は
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
、
自
然
主
義
を
否
定
し
た
『
き
れ
ぎ
れ
に
、
心
に
浮
ん
だ
感
じ
と
周
想
『
、
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『
性
急
左
思
惣
』
、
明
治
四
十
二
年
四
月
十
日
付
日
記
、
明
治
四
十
三
年
一
月
九
日
付

大
島
経
男
宛
書
簡
の
記
事
で
あ
夕
、
新
浪
漫
主
義
を
待
望
し
て
い
る
明
治
四
十
一
年
五

月
七
日
付
吉
野
章
三
宛
書
簡
の
主
張
で
あ
h
y
、
自
然
主
義
に
対
す
る
不
満
を
述
べ
て
い

る
『
一
年
間
の
回
顧
』
、
『
晴
子
窓
』
、
明
治
四
十
一
年
九
月
九
日
付
藤
田
南
洋
・
高

田
紅
果
宛
書
簡
の
記
述
で
あ

D
、
過
去
の
功
績
と
し
て
自
然
主
義
ぞ
認
め
た
『
食
ふ
べ

き
詩
』
の
所
説
左
ど
で
あ
っ
て
、
啄
木
を
自
然
主
義
者
と
す
る
力
に
欠
け
る
。
「
現
賓

暴
露
の
悲
哀
」
と
い
う
言
葉
が
振
り
廻
さ
れ
て
い
る
事
に
し
て
も
、
そ
れ
が
自
然
主
義

信
奉
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
故
啄
木
は
あ
れ
程
全
一
で
に
漢
悩
し
乏
け
れ
ば
左
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
啄
木
の
大
懐
悩
は
、
そ
れ
ま
で
の
自
己
の
漫
漫
的
思
想
で

以
て
自
然
主
義
と
対
決
し
、
自
己
が
敗
れ
た
事
を
意
味
す
る
。
敗
れ
た
と
は
、
従
来
の

思
想
を
あ
ら
か
た
破
壊
さ
れ
、
無
思
想

1
l
'虚
無
の
状
態
に
陥
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

有
名
左
ロ
ー
マ
字
日
記
の
執
筆
態
度
に
し
て
も
、
こ
れ
を
自
然
主
義
に
一
三
接
結
び
付

け
る
事
は
困
難
に
近
い
。
無
論
、
ロ
ー
マ
字
日
記
で
知
ら
れ
る
当
時
の
啄
木
の
生
活
が

虚
無
的
で
あ
っ
た
事
は
、
素
直
に
理
解
さ
れ
る
。
だ
が
、
日
記
と
は
、
元
来
日
子
生
ロ
自
の

も
の
で
あ

D
、
赤
裸
々
左
も
の
で
あ
る
。
赤
裸
々
左
自
己
を
、
結
局
は
日
記
に
し
か
示

し
得
左
か
っ
た
事
が
、
か
え
っ
て
、
啄
木
と
当
時
の
自
然
主
義
と
の
距
離
を
物
語
っ
て

い
る
。

ヤ一T
か

ζ

の
時
期
に
あ
っ
て
も
、
啄
木
が
何
と
か
し
て
取
り
縫
ろ
う
と
し
た
も
の
は
、
八
将

来
へ
の
期
待
〉
で
あ

D
、
〈
自
負
心
〉
で
あ
h
y
、
八
冒
険
〉
で
あ
h
J
、
八
現
状
打
破
¥
V

で
あ
っ
た
。
〈
理
想
〉
を
回
復
す
る
べ
き
基
盤
と
し
て
の
、
啄
木
自
身
の
浪
漫
的
性
格

で
あ
っ
た
の
だ
。

実
際
、
と
の
時
期
の
啄
木
は
、
は
か
な
い
期
待
を
懐
い
て
は
破
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

時
代
的
走
期
待
に
つ
い
て
い
え
ば
、
次
の
如
〈
で
あ
る
。

今
は
恰
度
自
然
主
義
が
第
二
期
に
移
る
所
だ
。
乃
ち
破
擾
時
代
が
過
ぎ
て
、
こ

れ
か
ら
自
然
主
義
を
生
ん
だ
時
代
の
新
司
感
動
が
、
建
設
的
の
時
代
に
入
る
二

略
)
そ
し
て
、
第
二
期
の
自
然
主
義
の
時
代
の
半
分
以
上
過
ぎ
た
時
、
初
め
て
ホ

ン
ト
の
新
し
い
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
が
怪
胎
す
る
に
違
ひ
左
い
。

そ
の
二
つ
が
握
手
し
て
、
弦
に
初
め
て
、
異
の
深
い
大
き
い
意
味
に
於
け
る
象

徴
萎
術
が
出
来
あ
が
る
。
(
明
川
町
・

5
・
7
付
吉
野
章
三
宛
書
簡
)

右
の
他
に
は
、
明
治
四
十
一
年
七
月
七
日
付
岩
崎
正
宛
書
簡
、
同
年
七
月
(
日
付
不

明
)
小
田
島
孤
舟
宛
書
簡
、
明
治
四
十
二
年
四
月
六
日
付
日
記
念
ど
に
も
、
時
代
的
間
期

待
が
甘
〈
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た

自
負
心
も
亦
、
散
見
さ
れ
る
。
自
負
心
は
、
往
々
に
し
て
、
現
実
生
活
の
中
で
の
宮

す

べ

か

い
見
通
し
を
生
む
事
に
左
る
。
そ
も
そ
も
〈
創
作
に
全
て
を
賭
け
る
〉
と
い
う
単
身
上

京
か
ら
し
て
、
所
詮
は
甘
い
見
通
し
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
簡
単
に
つ
ぶ
れ
る
と

す
れ
ば
、
時
流
迎
合
を
考
え
な
く
て
は
念
る
ま
い
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
左
具
合
の
記

述
が
克
ら
れ
る
事
に
左
る
。

其
の
作
家
は
、
人
の
心
理
を
知
悉
す
る
と
共
に
、
時
代
の
心
理
を
透
観
ぜ
ざ
る

べ
か
ら
ず
(
明
日
で

9
・
9
付
藤
田
南
洋
・
高
田
紅
果
宛
書
簡
、
傍
点
原
文
ノ
マ

- 13ー
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中

右
の
他
に
、
『
一
年
間
の
回
顧
』
、
明
治
四
十
一
年
六
月
十
七
日
付
宮
崎
郁
雨
宛
書

簡
、
認
日
付
日
記
、
明
治
四
十
二
年
一
月
十
八
日
付
日
記
、
同
年
四
月
十
日
付
臼
記
念

ど
に
、
時
流
迎
合
的
心
情
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

時
流
迎
合
も
う
ま
く
行
か
左
け
れ
ば
、
明
治
四
十
二
年
四
月
十
二
日
，
付
日
記
、
間
年

五
月
三
十
一
日
付
日
記
左
ど
に
見
ら
れ
る
如
〈
、
逃
避
を
考
え
る
事
と
左
る
。
例
え
ば

次
の
通
D
で
あ
る
。

賓
際
、
地
方
の
新
筒
へ
行
〈
の
が
一
番
い
い
や
う
に
思
は
れ
た
。
(
明
必
・

5

・
m
乱
、
日
記
〉

ム

逃
避
も
現
実
的
に
は
不
可
能
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
せ
め
て
過
去
の
追
憶
に
で
も
耽
け

っ
て
、
現
実
の
苦
痛
を
少
し
で
も
柔
げ
た
〈
な
る
で
あ
ろ
う
。
過
去
は
美
し
い
。
過
去



の
日
々
の
苦
痛
も
、
時
間
の
霧
に
か
す
ん
で
、
美
し
〈
見
え
る
も
の
だ
。
現
在
よ
り
は

若
か

b
し
日
々
の
、
夢
多
か
h
y
し
日
々
で
あ
る
。
と
-9
わ
け
、
八
故
郷
思
慕
〉
の
形
で

か
っ

行
念
わ
れ
た
彼
の
幼
少
年
時
代
の
追
梅
田
は
、
嘗
て
の
八
神
童
性
〉
l
l
自
己
の
天
才

性
の
確
認
と
在
っ
て
、
外
的
条
件
の
厳
し
さ
に
・
崩
れ
よ
う
と
す
る
啄
木
の
精
神
を
支
え

る
最
有
力
の
手
段
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
生
活
の
厳
し
い
日
が
、
啄
木
の
、
追
憶
に

め
け
っ
た
日
左
の
で
あ
る
。
『
一
握
の
砂
』
に
は
、
「
煙
」
「
忘
れ
が
た
き
人
々
」
の

歌
で
代
表
さ
れ
る
の
だ
が
、
追
憶
の
歌
が
多
〈
見
ら
れ
る
。
筆
者
の
勘
定
に
よ
れ
ば
、

か
ぞ

五
五
一
首
中
、
一
一
五
首
も
の
故
郷
思
慕
の
歌
が
算
え
ら
れ
る
。
啄
木
が
、
あ
れ
程
に

も
前
げ
ざ
る
を
得
乏
か
っ
た
理
由
の
一
半
が
、

ζ

こ
に
納
得
さ
れ
る
。
書
簡
や
日
記
で

は
、
明
治
四
十
一
年
五
月
二
十
九
日
付
大
島
経
男
宛
書
簡
、
向
年
六
月
八
日
付
宮
崎
郁

雨
宛
書
簡
、
周
年
八
月
二
十
二
日
付
宮
崎
竹
四
郎
宛
書
簡
、
明
治
四
十
二
年
三
月
三
日

付
宮
崎
郁
雨
宛
書
簡
、
明
治
四
十
三
年
一
月
九
白
付
大
島
経
男
宛
書
簡
、
明
治
四
十
一

年
七
月
十
三
巴
付
日
記
、
周
年
七
月
二
十
二
日
付
日
記
、
周
年
十
月
一
日
付
日
記
、
明

治
四
十
二
年
三
月
+
二
日
付
日
記
、
周
年
四
月
九
日
付
日
記
、
周
年
四
月
十
八
日
付
目

ふ

記
、
問
年
五
月
八
日
付
日
記
念
ど
が
、
と
の
時
期
の
、
啄
木
が
追
憶
に
耽
け
っ
た
日
々

を
伝
え
て
い
る
。

結
局
の
と
ζ

ろ
、
啄
木
は
、
と
の
時
期
花
、
理
想
を
回
復
し
て
新
し
い
思
想
体
系
を

刷
倒
立
す
る
事
は
で
き
念
か
t

た
。
彼
は
、
「
賀
行
的
、
具
鐸
的
」
(
明
却
・

1
・
9
付

大
島
経
男
宛
書
簡
)
と
い
う
事
を
強
調
し
て
は
い
る
が
、
と
の
時
期
の
思
額
的
断
片
に

は
、
何
ら
の
実
行
的
裏
付
け
も
具
体
性
も
左
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
自
己
の
生
活
の
改

?

ん

ぬ

ふ

レ

か

し

か

善
、
統
一
、
徹
底
」
云
々
然
b
。
「
自
己
を
造
る
と
い
ふ
」
事
然
b
。
「
新
日
本
主
義
」

i

，S
4

b

 

然
h
y
。
啄
木
の
具
体
的
念
日
々
の
申
で
、
こ
れ
ら
が
ど
れ
だ
け
の
価
値
と
力
と
を
有
っ

ー》川崎

て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
暫
ら
〈
の
閥
、
啄
木
を
自
己
陶
酔
に
陥
ら
せ
た
だ
け
の
も
の
で

し
か
左
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
、
日
々
の
現
実
生
活
の
中
で
は
何
の
力
を
も
有
た

ぬ
〈
理
想
の
立
札
〉
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
早
晩
、
「
虚
無
」
に
よ
っ
て
空
中
分
解
し
、

啄
木
は
、
三
度
目
の
、
虚
無
の
大
苦
悩
に
陥
b
、
今
度
乙
そ
確
実
に
、
自
殺
に
追
い
詰

め
ら
れ
る
筈
で
あ
っ
た
。

ζ
う
い
う
時
に
、
明
治
四
十
三
年
六
月
、
幸
徳
秋
水
事
件
が
発
生
し
‘
無
政
府
主
義

み

が
、
啄
木
の
胸
中
に
、
レ

y
テ
ル
だ
け
で
あ
っ
た
八
理
想
〉
の
内
容
を
充
た
す
も
の
と

し
て
と
ぴ
込
み
、
「
虚
無
」
に
打
ち
倒
さ
れ
る
筈
の
、
内
容
空
虚
左
啄
木
の
〈
理
想
〉

を
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
啄
木
の
生
存
そ
の
も
の
を
も
、
一
応
救
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治

四
十
四
年
一
月
九
日
に
は
、
彼
は
瀬
川
深
宛
書
簡
で
、
一
種
の
社
会
主
義
者
宣
言
を
行

な
う
に
至
る
。

明
治
四
十
一
年
二
月
よ
b
明
治
四
十
三
年
六
月
ま
で
の
時
期
は
、
啄
木
の
自
然
主
義

時
代
左
の
で
は
左
ぐ
、
啄
木
の
浪
漫
主
義
時
代
に
続
〈
、
啄
木
の
八
虚
無
と
理
怨
と
の

格
闘
時
代
〉
と
し
て
把
握
し
念
け
れ
ば
な
ら
左
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
啄
木
は
、
八
虚
無
と
理
組
と
の
格
闘
時
代
〉
の
苦
難
を
切
LD抜
け
、
社
会
主

義
者
と
し
て
、
真
に
再
生
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

啄
木
と
、
今
日
的
意
味
で
の
「
社
会
主
義
」
と
の
関
係
は
、
明
治
三
十
九
年
三
月
二

十
日
に
始
ま
る
。
こ
の
日
の
日
記
に
、
社
会
主
義
に
{
閲
読
す
る
事
は
出

ι

一一米兵一-」とあ

と

か

く

の

う

り

つ
て
、
兎
も
角
も
、
社
会
主
義
が
啄
木
の
脳
裡
に
登
場
し
て
い
る
。

次
い
で
、
明
治
四
十
年
九
月
、
啄
木
は
札
幌
で
社
会
主
義
者
小
国
露
堂
と
相
知
っ
た
。

周
年
九
月
二
十
日
付
岩
崎
正
宛
書
簡
で
、
啄
木
は
小
国
露
堂
の
「
気
骨
」
を
快
と
し
、

彼
を
「
我
黛
の
土
」
と
は
よ
ん
だ
が
、
主
義
そ
の
も
の
に
は
一
同
調
し
て
い
左
い
。
更
に
、

明
治
四
十
一
年
一
月
四
日
、
啄
木
は
小
母
で
社
会
主
義
演
説
会
に
出
か
け
て
い
る
。
だ

が
、
と
の
時
も
械
、
「
断
々
乎
と
し
て
説
〈
と
ζ

久
」
(
明
叫
・

1
・
4
付
日
記
)
に

快
を
感
じ
て
は
い
る
も
の
の
、
主
義
そ
の
も
の
に
対
し
て
は
、
「
何
も
新
し
い
と
と
は

左
い
」
(
同
)
と
述
べ
て
い
る
。

明
治
四
十
三
年
五
月
の
『
我
等
の
一
圏
と
彼
」
に
な
る
と
、
次
の
通
-D
の
郡
分
が
あ
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っ
て
、
社
会
主
義
は
、
漸
〈
啄
木
の
関
心
を
ひ
き
始
め
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

『
僕
は
杜
舎
主
義
春
で
は
無
い
。
』
と
高
橋
は
言
ひ
溢
る
や
う
に
言
ひ
出
し
た
。

『
|
然
し
杜
舎
主
義
春
で
無
い
と
い
ふ
の
は
、
必
ず
し
も
杜
舎
主
義
者
に
反
針

だ
と
い
ふ
と
と
で
は
無
い
。
誰
で
も
仔
細
に
調
べ
て
見
る
と
、
多
少
は
、
杜
舎
主

義
的
左
分
子
を
も
っ
て
い
る
も
の
だ
よ
。
彼
の
ビ
ス
マ
ア
ク
で
さ
へ
杜
舎
主
義
の

要
求
の
幾
分
を
内
政
の
方
面
で
は
採
用
し
て
る
か
ら
ね
。
l
!
l
と
言
ふ
の
は
、
枇

合
主
義
の
セ
オ
リ
イ
が
そ
れ
だ
け
普
遍
的
在
員
理
を
含
ん
で
ゐ
る
と
い
ふ
ζ
と
よ

D
も
、
寧
ろ
、
社
舎
的
動
物
た
る
人
間
が
何
れ
だ
け
其
の
共
同
生
活
に
由
っ
て
下

ら
な
い
心
配
を
せ
ね
ば
念
ら
ん
か
と
い
ふ
ζ
と
を
謹
擦
立
て
て
ゐ
る
ん
だ
。
』

あ
い
ま
い

と
ζ

に
言
う
社
会
主
義
の
概
念
は
か
左

D
暖
昧
で
あ
る
し
、
ま
た
、
小
説
の
登
場
人

や

は

物
の
事
で
も
あ
る
し
、
啄
木
と
社
会
主
義
と
の
本
格
的
左
出
合
い
は
、
矢
張
夕
、
前
述

の
如
〈
、
明
治
四
十
三
年
六
月
の
、
幸
徳
秋
水
事
件
に
よ
る
と
し
左
け
れ
ば
念
る
ま
い
c

そ
し
て
、
明
治
四
十
四
年
一
月
九
日
付
瀬
川
深
宛
書
簡
で
左
さ
れ
た
社
会
主
義
者
宣
言

と
い
う
の
は
、
次
の
言
葉
で
あ
る
。

僕
は
一
長
一
い
問
自
分
を
一
位
舎
主
義
者
と
呼
ぶ
ζ

と
を
簿
謄
し
て
ゐ
た
が
、
今
で
は

も
ろ
曙
踏
し
な
い
、

と

h
r
く

自
称
は
兎
も
宵
と
し
て
、
〈
社
会
主
義
者
百
川
啄
木
V
を
立
証
す
る
も
の
は
、
恐
ら

す
な
わ
。

〈
は
次
の
三
点
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
乃
ち
、

(
1
)

幸
徳
秋
水
事
件
の
真
相
を
見
抜
き
、
世
人
の
覚
醒
を
企
て
た
事
。

(
2
)

社
会
主
義
を
研
究
し
、
社
会
主
義
的
主
張
を
企
て
た
事
。

(
3
)

社
会
主
義
者
と
し
て

B
常
生
活
を
送
っ
た
事
。

右
の
う
ち
、

(
1
)
に
該
当
す
る
人
物
と
し
て
、
我
々
は
、
『
沈
駁
の
塔
』
『
食
堂
』

の
森
鴎
外
、
『
和
泉
墨
染
物
居
』
の
木
下
杢
太
郎
、
『
散
柳
窓
タ
映
』
の
永
井
荷
風
、

幸
徳
秋
水
等
の
弁
護
人
の
一
人
で
も
あ
っ
た
『
計
輩
』
『
逆
徒
』
の
平
出
修
、
そ
の
他

に
、
正
宗
白
鳥
、
佐
藤
春
夫
、
与
謝
野
鉄
堂
守
の
名
前
を
挙
げ
る
事
が
で
き
よ
う
。
言

い#ヲ

う
ま
で
も
な
〈
、
彼
等
は
何
れ
も
社
会
主
義
者
で
は
な
い
。
啄
木
は
伺
を
し
た
で
あ
ろ

う
か
。
ま
ず
、
日
記
に
悲
憤
を
あ
ら
わ
に
書
き
記
し
て
は
い
る
(
明
M
U
-
-
)

。
し
か

し
、
日
記
と
は
、
筆
者
自
ら
だ
け
の
も
の
だ
。
現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
啄
木
に

と
っ
て
は
偶
然
の
事
で
し
か
左
い
。
書
簡
に
も
、
こ
の
事
件
の
事
を
書
い
て
は
い
る
。

が、

ζ
れ
も
私
的
左
も
の
だ
。
あ
の
『
所
謂
今
度
の
事
』
と
い
う
の
も
書
き
記
し
た
。

と
れ
は
公
表
す
る
つ
も

D
で
あ
っ
た
の
を
、
一
人
の
新
聞
社
役
員
の
世
間
的
良
一
識
に
よ

っ
f
L
酎
ま
れ
た
。

ζ

の
闘
の
事
情
は
、
斎
藤
三
郎
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
托
さ
れ
て
い
る

(
「
『
所
謂
今
度
の
霊
ピ
つ
い
て
の
一
考
察
」

l
l「
文
学
」
昭
位

-m)
む

結

果

な

的
に
は
、
彼
は
鴎
外
ほ
ど
に
も
、
慣
も
為
し
て
い
乏
い
。
例
の
冒
険
心
が
、
新
聞
人
の

'
Y
L
 

常
識
に
低
さ
れ
た
だ
け
だ
と
、
考
え
ら
れ
左
〈
も
な
い
。
事
件
の
真
栢
を
見
抜
い
た
と

い
う
の
も
、
「
ス
バ
ル
」
を
通
じ
て
交
渉
の
深
か
っ
た
平
出
修
か
ら
啓
発
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
啄
木
は
こ
の
事
件
に
関
し
て
、
地
道
で
理
性
的
左
啓
蒙
活
動
と
し
て
、
結
胃

は
何
も
行
左
っ
て
い
左
い
事
に
4

な
る
。

(
2
)
に
つ
い
て
、
啄
木
が
社
会
主
義
を
研
究
し
た
事
は
認
め
ら
れ
る
c

岩
城
之
徳

氏
の
調
査
(
人
物
叢
書
『
石
川
啄
木
』
)
に
よ
る
と
、
当
時
の
啄
木
が
愛
読
し
た
と
思

わ
れ
る
社
会
主
義
関
係
書
誌
類
は
、
次
の
十
二
種
と
左
っ
て
い
る
。

幸
徳
秋
水
『
佐
倉
主
義
禄
一
鑓
』
『
平
民
主
義
』
『
廿
世
紀
之
径
一
物
帝
園
主
義
』

片
山
港
・
西
川
光
二
一
氏
『
己
本
の
社
労
働
運
動
』

久
津
見
蕨
村
『
無
政
府
主
義
』

田
添
銭
二
『
経
済
進
化
論
』

河
上
肇
『
枇
舎
主
義
評
論
-

高
橋
五
郎
『
祉
曾
主
義
活
持
』

堺
利
彦
・
森
近
運
平
『
佐
倉
主
義
綱
要
』

北
輝
次
郎
『
純
正
社
合
主
義
の
経
済
事
』

「
祉
舎
主
義
研
究
」
「
大
阪
平
民
新
聞
」
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日
記
に
も
、
丸
谷
に
社
会
主
義
に
つ
い
て
、
「
ど
う
だ
、
そ
れ
で
は
一
つ
君
の
所
信

を
確
か
め
る
た
め
に
、
根
本
的
な
研
究
を
し
て
は
」
と
言
わ
れ
た
の
に
対
し
、
「
僕
は

資
本
乏
し
に
出
来
る
と
と
な
ら
今
で
も
や
っ
て
ゐ
る
。
」
と
答
え
た
と
あ
る
(
明
弘

-u

-
U
)

。

が
、
社
会
主
義
研
究
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
社
会
主
義
者
で
あ
る
事
の
証
明
に
は
な
ら

ぬ。
社
会
主
義
的
主
張
を
企
て
た
と
い
う
点
に
関
し
て
挙
げ
得
る
啄
木
の
作
品
に
は
、
『
小

説
「
墓
場
」
に
現
れ
た
る
著
者
木
下
一
氏
の
思
想
と
平
民
社
一
派
の
消
息
』
(
明
川
崎
後
半
〉

士
山
一
二

4
0
P
G
Z。
時
国
∞
』
(
明
M
t

・
-
末
頃
?
)
、
『
ト
ル
ス
ト
イ
翁
の
日
露
戦

い
ず

争
論
に
就
て
』
〈
明
弘
・

5
)
な
ど
が
あ
る
。
何
れ
も
発
表
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、

発
表
さ
れ
左
か
っ
た
事
に
は
、
次
の
様
左
事
情
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

僕
に
は
年
老
っ
た
雨
親
が
あ
h
y
、
妻
子
が
あ
る
。
何
の
顧
慮
も
な
〈
僕
が
僕
の

所
信
に
従
ふ
と
い
ふ
事
は
、
そ
れ
ら
の
人
々
に
取
っ
て
は
直
ぐ
に
悲
惨
念
飢
餓
の

襲
来
を
意
味
し
て
ゐ
た
。
(
平
信
)

な
が

右
の
如
き
事
情
を
「
顧
慮
」
し
乍
ら
、
左
お
か
つ
啄
木
の
一
家
に
「
悲
惨
左
飢
餓
」

平
J

が
襲
来
し
た
事
は
勝
せ
左
い
現
象
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
明
治
四
十
三
年
後
半
以
後

の
、
啄
木
の
評
論
類
に
は
、
他
に
も
、
社
会
主
義
的
香
b
が
見
出
せ
左
い
事
も
左
い
。

討
も
、
加
藤
埋
一
一
昔
、
「
文
庫
」
(
明
苧
叩
)
に
発
表
さ
れ
『
一
援
の

E
K採

ら
れ
な
か
っ
た
次
の
歌
を
、
早
〈
も
社
会
主
義
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
(
新
日
本
新
書

『
石
川
啄
木
』
)
。

つ
ね
日
頃
好
み
て
言
ひ
し
革
命
の
語
を
一
つ
つ
し
み
て
秋
げ
札
入
れ
り
け

D

今
思
へ
ば
げ
に
彼
も
ま
た
秋
水
の
一
味
な

b
し
と
知
る
ふ
し
も
あ

b

秋
の
風
我
等
明
治
の
青
年
の
危
機
を
か
左
し
む
顔
撫
で
て
い
〈

時
代
閉
塞
の
現
状
を
奈
何
に
せ
む
秋
に
入

D
て
ζ
と
に
斯
く
思
ふ
か
左

地
圃
の
上
朝
樽
圏
に
〈
ろ
ぐ
ろ
と
墨
を
ぬ
り
つ
つ
秋
風
を
聴
〈

明
治
四
十
三
年
の
秋
わ
が
心
と
と
に
員
面
白
に
な

b
て
悲
し
も

言
う
ま
で
も
を
〈
、
社
会
主
義
文
学
を
認
定
す
る
材
は
、
社
会
科
学
的
用
語
で
は
な

〈
、
そ
ζ

に
表
わ
れ
て
い
る
表
現
態
度
、
内
容
、
心
情
な
の
で
あ
る
。

と

加
藤
悌
三
氏
は
、
前
掲
書
に
於
て
、
啄
木
が
こ
れ
ら
の
歌
を
『
一
援
の
砂
』
に
採
ら

な
か
っ
た
の
は
、
「
検
問
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
」
で
あ

b
、
従
っ
て
、

『
一
握
の
砂
』
は
社
会
主
義
者
的
啄
木
を
正
し
く
反
映
し
て
い
乏
い
と
言
う
の
だ
が
、

『
一
握
の
砂
』
に
は
、
次
の
通

b
の
作
も
あ
る
。

ひ
ら
て

O
平
手
も
て

や
宮
e

か

ほ

ふ

吹
雪
に
ぬ
れ
し
顔
を
拭
〈

t主
害
事
ん
し
窪
、

友
共
産
を
主
義
と
せ

D
け

D

あ

か

が

み

へ

-PM
て

ず

O
赤
紙
の
表
紙
手
擦
れ
し

r
F
主
F

ル

園
禁
の

争

#

か

ZJ

そ
こ

書
を
行
李
の
底
に
さ
が
す
日

O
費
る
ζ
と
を
差
し
止
め
ら
れ
し

ほ
ん

'hv
。レや

本
の
著
者
に

み

主

，

あ

あ

き

毒

事

路
に
て
舎
へ
る
秋
の
朝
か
念

、乙

加
藤
氏
は
『
一
援
の
砂
』
に
採
ら

J

な
か
っ
た
点
を
強
調
し
て
い
る
が
、
啄
木
が
『
一

握
の
砂
』
を
偽
む
に
あ
た
っ
て
捨
て
た
歌
は
、
岩
減
之
徳
氏
の
調
査
(
前
回
向
書
〉
に
よ

る
と
、
次
の
知
き
多
数
に
達
し
て
い
る
。

一 16-
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ζ

れ
ら
多
く
の
歌
の
不
採
録
理
由
と
、
前
掲
六
首
の
不
採
録
理
由
と
の
相
違
を
明
確

に
し
左
け
れ
ば
、
有
力
な
論
と
は
左

D
得
左
い
と
思
う
。

社
会
主
義
的
だ
と
さ
れ
る
『
呼
子
と
口
笛
』
に
し
て
も
、
社
会
主
義
的
断
片
は
確
か

に
豊
富
で
あ
る
が
、
簡
単
に
は
社
会
主
義
を
拙
出
し
得
念
い
。
川
並
秀
雄
氏
所
蔵
の
原

型
か
ら
、
「
断
片
」
を
ぬ
き
出
す
と
、
次
の
通
b
で
あ
る
。

革
命
の
思
想
・
壮
快
走
る
雷
鳴
・
新
し
き
世
界
・
五
十
年
前
の
露
西
亜
の
青
年

「
ぐ

Z
〉
局
、
か
℃
、
¥
」
・
握

D
し
め
た
る
拳
・
民
衆
の
求
む
る
込
の
・
新
し

き
も
の
・
勇
気
・
テ
ロ
リ
ス
ト
・
奪
は
れ
た
る
言
葉
・
お
と
な
ひ
・
敵
・
新
し
き

祉
舎
・
「
権
力
」
・
同
志
・
煽
動
家
・
怒
b
・
舎
合
・
味
方
・
思
想
・
労
働
者
・

機
械
職
工
・
彼
の
腕
・
銭
・
五
月
一
日
・
唯
物
論
春
・
起
つ
・
と
の
園
に
て
禁
ぜ

#zpbw 

ら
れ
た
る
も
の
・
マ
ル
ク
ス
の
「
資
本
論
」

j
i
-
-
-等。

と
の
際
は
、
右
の
如
き
八
社
会
主
義
的
用
語

V
に
対
す
る
作
者
の
姿
勢
を
問
題
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

J
F、
「
革
命
の
思
想
は
ひ
ら
め
け
ど
も
|
」
で
あ
る
。
「
か
の
長

Z
震

は
途
に
聞
え
来
ら
ず
。
」
で
あ
る
。
「
さ
れ
ど
、
そ
は
常
に
一
瞬
に
し
て
消
え
去
る
な

b
、
」
で
あ
る
。
「
さ
れ
ど
、
誰
一
人
、
握
b
し
め
た
る
拳
に
卓
ιー
で
た
会
て
べ
/

『

4

2
〉
お
ふ
-
ミ
』
と
叫
ぴ
出
づ
る
者
乏
し
。
」
で
あ
る
。
「
我
は
知
る
テ
ロ

リ
ス
ト
の
/
か
な
し
き
心
を

l
l」
で
あ
る
。

「
し
か
し
て
、
今
や
そ
の
眼
の
再
び
聞
く
と
と
な
し
。
」
で
あ
る
。

誰
彼
の
心
弱
き
を
憎
み
つ
つ
、
」
で
あ
る
。

る。

「
向
志
の
中
の

「
そ
れ
き
り
来
な
〈
左
h
y
し

i
l」
で
あ

確
か
に
、
こ
の
詩
で
は
、
社
会
主
義
が
一
応
は
理
想
的
な
も
の
と
し
て
据
え
ら
れ
て

は
い
る
。
だ
が
、
と
の
詩
の
正
面
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
、
現
実
に
対
し
て

い

か

い

か

科

な

如
何
に
無
力
で
、
如
何
に
空
し
い
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
、
絶
望
的
左
心
情
左
の
で
は

左
か
ろ
う
か
。
力
弱
い
詠
嘆
な
の
で
は
左
い
だ
ろ
う
か
。

最
も
問
題
を
の
は
、

(
S
)
で
あ
る
。
文
学
者
で
あ
る
前
花
、
一
人
の
人
間
と
し
て
、

一
人
の
生
活
者
と
し
て
、
一
人
の
人
間
と
し
て
、
啄
木
は
社
会
主
義
者
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
か
。
一
人
の
人
間
と
し
て
そ
の
「
思
想
」
を
問
題
に
す
る
時
、
と
と
が
最
も
肝
要
在

所
で
あ
ろ
う
。

啄
木
は
、
「
現
実
の
杜
舎
組
織
、
経
済
組
織
、
家
族
制
度
:
・
:
:
:
そ
れ
ら
を
そ
の
鍾

に
し
て
お
い
て
自
分
だ
け
一
人
合
理
的
生
活
を
建
設
し
よ
う
と
い
ふ
と
と
は
、
賞
裁
の

結
果
、
途
ひ
に
失
散
に
終
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
(
明
弘
・

2
e
6
付
大
島

経
男
宛
書
簡
)
と
言
つ
て
は
い
る
が
、
「
賓
験
」
と
し
て
、
家
族
を
犠
牲
に
し
て
文
学

に
執
着
し
た
他
の
、
何
を
左
し
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
「
平
民
の
中
へ
行
き
た
い
=
一

四明
M
t

・
-
-
日
付
日
記
)
と
も
啄
木
は
言
っ
た
。
「
人
民
の
中
に
」
(
明
弘
・

2
・

U
付
小
田
島
都
一
舟
宛
書
簡
)
と
も
雪
一
口
っ
た
。
だ
が
、
逃
避
を
夢
想
す
る
心
情
の
他
民
、

e
b
 

こ
の
言
葉
は
、
何
の
具
体
的
念
裏
付
け
を
も
有
っ
て
い
乏
い
。
逆
に
、
人
間
啄
木
が
、

社
会
主
義
と
如
何
に
縁
遠
い
存
在
で
あ
っ
た
か
を
、
多
く
の
諸
伝
記
が
伝
え
て
い
る
c

例
え
ば
、
啄
木
が
、
妻
の
実
家
堀
合
家
と
義
絶
す
る
際
に
と
っ
た
妻
へ
の
態
度
は
、
明

治
四
十
四
年
六
月
の
三
、
四
、
五
、
六
日
の
日
記
に
示
さ
れ
て
い
る
様
に
、
明
治
日
本

の
、
標
準
的
封
建
家
庭
の
一
回
主
の
も
の
以
外
の
、
何
も
の
で
も
左
か
ろ
う
J
ζ

れ
は
、

ほ
ん
の
一
例
で
し
か
左
い
。
そ
も
そ
も
啄
木
の
生
涯
そ
の
も
の
か
ら
し
て
、
妻
節
子
の

犠
牲
の
上
に
成
立
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
、
決
し
て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

察
部
、
ど
の
よ
う
左
実
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
よ
ち
と
、
社
会
主
義
的
左
も
の
は
、

社
会
主
義
的
乏
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
例
え
ば
、
啄
木
に
社
会
主
義
へ

の
自
を
聞
か
せ
た
と
き
口
わ
れ
る
幸
徳
秋
水
の
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
厳
1
U

い
日
常
生
活
を

想
起
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
幸
徳
秋
水
を
社
会
主
義
者
と
よ
ぶ
の
は
、
恐
ら
〈
よ
い

で
あ
ろ
う
。
啄
木
が
社
会
主
義
を
口
げ
比
し
た
と
言
う
の
も
よ
い
。
だ
が
、
啄
木
の
実
生

活
の
中
に
は
、
人
間
啄
木
を
社
会
主
義
者
だ
と
す
る
も
の
は
、
皆
無
に
近
い
。

社
会
主
義
は
、
啄
木
の
〈
虚
無
と
瑳
想
と
の
格
闘
時
代
〉
に
あ
っ
て
、
理
想
の
立
札

- 17ー



ー
内
容
空
虚
左
理
想
の
内
容
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
、
啄
木
の
胸
中
に
と
ぴ
込
ん

だ
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
実
践
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
る
〈
真
の
思
想
〉
で
は
左
か
っ

た
の
で
あ
る
。
啄
木
は
『
所
謂
今
度
の
事
』
に
於
て
、
「
思
想
」
を
次
の
通

D
K定
義

し
て
い
る
。凡

そ
思
想
と
い
ふ
も
の
は
、
其
思
想
所
有
呑
の
性
格
、
経
験
、
教
育
、
生
理
的

特
質
及
び
境
遇
の
線
計
で
有
る
。

と
の
意
味
に
於
て
も
、
社
会
主
義
は
啄
木
の
「
思
想
」
に
左
h
y
得
て
い
念
い
。
浪
漫

的
性
向
と
そ
が
、
啄
木
の
菜
一
底
を
成
す
性
格
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
明
治
四
十
一
年
二
月
よ

D
明
治
四
十
三
年
六
月
ま
で
の
、
啄
木
の
〈
虚
無

と
理
想
と
の
格
闘
時
代

vrさ
え
根
強
〈
見
ら
れ
た
、
前
述
の
逃
避
的
傾
向
は
、
明
治

や

は

四
十
三
年
六
月
以
後
に
も
、
矢
張
-D綬
強
〈
見
ら
れ
る
。
次
の
通
b
で
あ
る
。

C
一s

僕
は
伺
よ
h
y
も
金
が
ほ
し
い
。
そ
し
て
そ
の
金
を
持
っ
て
鷺
遁
し
た
い
。
ー
一

さ
う
僕
は
言
っ
た
。
(
明
叫
・

5
・
1
付
日
記
)

C
そ
れ
か
ら
岩
手
廓
に
か
へ
っ
て
、
「
農
民
の
友
」
と
い
ふ
週
刊
新
聞
を
起
こ

す
こ
と
を
想
像
し
た
。
(
間
関
川
明
・

5
・
7
付
日
記
)

と
D
わ
け
、
過
去
へ
の
逃
避

l
i追
憶
は
、
現
実
生
活
が
苦
し
か
っ
た
だ
け
に
、
度

震
な
さ
れ
て
い
る
。
次
の
如
き
具
合
で
あ
る
。

軍
人
志
顕
だ
っ
た
僕
/
登
火
演
習
に
小
隊
長
に
な
る
の
が
何
よ

b
祭
し
み
だ

っ
た
僕
/
繕
葉
書
を
見
て
ゐ
る
と
、
そ
の
嘗
時
の
僕
が
さ
念
が
ら
自
分
の
弟
か

伺
ぞ
の
や
う
に
な
っ
か
し
〈
僕
の
限
に
浮
ん
だ
。
少
〈
と
も
そ
の
日
一
臼
は
、
し

つ
〈
-Dと
身
に
ム
ロ
っ
た
軍
服
を
蕃
て
銅
剣
を
心
地
よ
ぐ
鳴
ら
し
て
歩
〈
君
を
平
和

論
呑
た
る
僕
が
心
の
底
で
羨
ん
で
ゐ
た
。
(
明
姐
・

8
・
部
付
宮
崎
郁
雨
宛
書
簡
)

右
の
他
に
も
、
明
治
四
十
三
年
十
月
十
日
付
岡
山
儀
七
宛
書
簡
、
明
治
四
十
四
年
一

月
九
日
付
瀬
川
深
宛
書
簡
、
同
年
一
月
十
四
日
付
宮
崎
郁
雨
宛
書
簡
、
明
治
四
十
四
年

一
月
二
十
一
日
付
B
記
、
同
年
四
月
十
三
日
付
日
記
、
周
年
四
月
十
九
日
付
日
記
、
同

年
五
月
二
日
付
日
記
念
ど
が
、
明
治
四
十
三
年
六
月
以
後
の
、
啄
木
の
造
億
の
日
々
を

伝
え
て
い
る
。

L
Z
 

社
会
主
義
は
、
体
系
を
・
成
し
て
い
た
と
い
う
点
で
、
一
応
暫
し
の
問
、
啄
木
の
希
求

す
る
「
理
想
」
の
内
容
を
埋
め
は
し
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
あ
〈
ま
で
も
、
「
主

義
」

i
一
定
の
、
出
来
上
が

b
の
議
思
想
!
で
し
か
な
ぐ
、
妻
、
啄
木
の
〈
真

の
思
想
V
の
母
体
と
し
て
の
役
呂
を
果
た
さ
左
か
っ
た
の
で
あ
る
。
啄
木
の
実
生
活
が

社
会
主
義
に
沿
っ
て
行
左
わ
れ
左
か
っ
た
冊
以
で
あ
る
。

『
呼
子
と
口
笛
』
の
草
稿
は
、
明
治
四
十
四
年
六
月
二
十
七
日
に
成
っ
た
も
の
で
あ

る
が
、

ζ
れ
を
機
に
、
啄
木
の
創
作
活
動
は
、
極
度
の
衰
え
を
見
せ
て
い
る
。
周
年
九

ほ

と

よ

月
以
後
は
、
短
歌
さ
え
殆
ん
ど
詠
ん
で
い
乏
い
。
周
年
七
月
頃
の
出
来
事
と
し
て
、
金

か

つ

い

b
申
る

田
一
京
助
氏
が
、
嘗
て
、
所
謂
λ

啄
木
貌
年
の
思
想
的
動
揺
¥
を
、
次
の
通
-P
に
報
告

し
た
事
が
ゐ
っ
た
。

と
の
頃
で
あ
っ
た
ら
う
か
、
も
少
し
蔀
で
あ
ら
う
か
、
設
に
つ
か
ま
っ
て
休
み

休
み
、
弓
町
か
ら
森
川
町
ま
で
歩
い
て
金
田
一
氏
を
訪
ね
、
今
自
分
が
思
怨
上
の

一
縛
機
に
あ
る
と
と
遊
に
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
重
大
乏
誤
を
委
見
'
ニ
ル
と
い
ふ
こ
と
を

物
語
っ
て
態
々
安
心
し
て
も
ら
ひ
に
来
だ
の
だ
と
云
っ
た
。
そ
し
て
「
自
分
の
今

到
達
し
た
思
想
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
自
分
な
が
ら
ま
だ
適
嘗
な
名
を
知
ら
な
い
。

強
ひ
て
云
へ
ば

i
!と
入
念
反
封
左
二
名
僻
を
結
附
け
る
の
が
可
笑
し
い
け
れ
ど
、

外
に
自
分
は
今
云
へ
左
い
か
ら
俵
に
い
ふ
な
ら
ば
と
云
っ
て
社
舎
主
義
的
帝
題
主

義
と
い
ふ
表
現
を
用
ひ
、
そ
し
て
病
床
に
危
坐
F
i
d
-

、
火
を
吐
く
や
う
に
現
代
の
社

舎
組
織
を
呪
阻
し
た
口
か
ら
、
涙
ぐ
ま
し
〈
一
切
の
現
賓
を
此
鐙
肯
定
し
よ
う
と

す
る
血
の
出
る
様
念
言
葉
が
響
い
た
。
(
改
造
社
版
『
石
川
啄
木
全
集
』
第
五
巻
、

金
田
ご
尽
助
編
「
石
川
啄
木
年
譜
」
明
治
四
十
四
年
七
月
欄
)

右
は
、
後
に
、
金
田
一
氏
自
身
に
よ
っ
て
、
答
定
、
徹
因
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

右
の
時
期
が
、
啄
木
の
創
作
力
の
、
急
激
な
衰
え
を
示
し
て
い
る
時
期
に
、
ほ
ほ
一
致
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し
て
い
る
点
に
注
目
じ
た
い
。
筆
者
は
と
と
に
、
啄
木
の
、
三
度
目
の
「
虚
無
の
大
苦

悩
」
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

最
初
の
「
虚
無
の
大
苦
悩
」
は
、
前
述
の
如
ぐ
、
明
治
四
十
一
年
二
月
、
自
然
主
義

に
よ
っ
仁
載
の
d

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
啄
木
の
、
そ
れ
ま
で
の
浪
漫
的
思
想
を
、

大
き
く
動
揺
さ
せ
た
。
啄
木
は
、
創
作
と
い
う
「
言
動
」
に
、
執
っ
じ
て
し
が
み
つ
い

た
の
で
あ
っ
た
。
二
度
目
の
「
虚
無
の
大
苦
悩
」
は
、
創
作
の
失
敗
に
よ
っ
て
、
明
治

四
十
一
年
七
月
に
起
ζ

っ
た
。
危
〈
啄
木
は
、
自
殺
す
る
と
ζ

ろ
で
あ
っ
た
。
社
会
主

義
が
、
啄
木
に
と
っ
て
、
〈
真
の
思
想

V
に
ま
で
念

D
得
左
か
っ
た
以
上
、
「
社
会
主

乙

義
」
と
い
う
名
の
、
結
局
は
〈
理
想
の
立
札
〉
を
超
え
乏
か
っ
た
も
の
は
、
所
詮
現
実

の
強
風
に
よ
っ
て
、
打
ち
倒
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
き

三
度
目
の
大
苦
悩
に
陥
っ
た
啄
木
は
、
そ
れ
で
も
自
殺
と
い
う
形
を
摂
ば
乏
か
っ
た
。

そ
れ
を
さ
せ
な
か
っ
た
の
は
、
現
実
的
に
は
、
彼
の
妻
の
実
家
、
堀
合
家

f
初
旬
で
あ

っ
た
ろ
う
。
自
殺
と
そ
し
左
か
っ
た
が
、
啄
木
は
以
後
の
日
々
を
、
生
き
る
屍
と
な
っ

て
、
病
床
で
送
っ
た
の
で
あ
る
。
啄
木
の
精
神
の
側
か
ら
す
れ
ば
い
自
殺
す
る
気
力
す

ら
失
わ
れ
て
い
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
だ
が
、
啄
木
が
、
観
て
訪
れ
た
病
死
を

や

は

迎
え
左
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
矢
張
-D、
自
殺
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〈
虚
無
と
理
想
と
の
格
闘
〉
は
、
結
局
「
虚
無
」
が
勝
利
を
以
て
、
啄
木
の
短
い
生

涯
を
彩
っ
た
の
で
あ
る
。
社
会
主
義
は
、
啄
木
を
救
い
得
左
か
っ
た
。
啄
木
の
病
死
は
、

実
質
的
に
は
、
啄
木
の
自
殺
だ
と
し
て
よ
い
と
思
う
。
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〈
註
〉
本
小
論
の
前
半
は
、
昭
和
四
十
四
年
度
目
本
近
代
文
学
会
秋
季
大
会
で
口

頭
発
表
し
た
「
啄
木
の
思
想
変
遷

1
1
お
も
に
自
然
主
義
と
の
関
係

1
1
」
の
後
半
に

基
づ
〈
。




